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色
彩
選
別
機
の
更
新
を
行
い
高
品
質
・
艮
食
昧

米
の
安
定
出
荷
に
よ
り
、
今
後
と
ち
消
費
者
の

信
頼
に
応
え
る
安
心
・
安
全
で
高
晶
質
な
農
産

物
の
安
定
供
給
を
目
指
し
、
本
町
農
業
の
持
続

的
発
展
の
た
め
農
業
者
並
び
に
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
本
町
に
と
り
ま
し
て
「
商
業
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
中
核
施
設
」
及
び
「
地
域
密
着
多
機
能

型
総
合
セ
ン
タ
ー
」
が
竣
工
し
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー

ブ
ン
を
迎
え
ま
す
.
両
施
設
と
ち
町
民
皆
様
方

と
意
見
交
換
を
経
て
計
画
さ
れ
た
農
村
型
コ
ン

パ
ク
ト
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
の
中
心
的
施
設
で
あ

り
、
叩
年
後
を
見
据
え
町
民
皆
様
が
「
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
今
後
と
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
.

少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
む
環
境
は
、
町

政
運
嘗
に
と
っ
て
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な

く
、
昨
年
末
に
報
道
が
な
さ
れ
た
J

R
留
萌
線

に
関
す
る
J

R
北
海
道
の
方
針
な
ど
、
課
題
が

山
積
み
す
る
中
、
本
年
が
「
暮
ら
し
続
け
ら
れ

否
ま
ち
」
へ
の
礎
と
な
る
よ
う
町
民
皆
様
と
一

丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
一
層
の

ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
羽
年
が
町
毘
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
充

実
し
た
1
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
.
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年頭のご挨拶

沼
田
町
議
会
議
長

渡
遺
敏
昭

平
成

m年
の
新
春
を
迎
え
、
議
会

を
代
表
し
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
.

町
民
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
議
会

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
暖
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
基
幹
産
業
の
農
業
が
、

春
先
か
ら
の
天
候
不
順
に
よ
り
生
育

が
停
滞
し
、
遅
れ
が
生
じ
た
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
夏
以
降
の
天
候
に
恵
ま

れ
生
育
ち
回
復
し
、
水
稲
、
畑
作
物

共
に
平
年
並
み
の
収
量
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
道
内
に
お
い
て
は
8

月
に
台
風
が
相
次
い
で
上
陸
し
、
集

中
豪
雨
に
伴
う
河
川
の
氾
濫
な
ど
に

よ
り
全
道
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
及

ぽ
し
、
住
民
の
暮
ら
し
ゃ
経
済
活
動

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
.

災
害
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
を
願
う
と

と
ち
に
、
今
後
の
防
災
対
策
の
重
要

性
を
改
め
て
再
認
識
し
た
1
年
で
壱

あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
、
わ
が
町
で
は
多
く

の
議
論
を
重
ね
進
め
て
き
た
「
地
域

密
着
多
機
能
型
総
合
セ
ン
タ
ー
」
と

「
商
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
中
核
施
設
」

が
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
町

民
が
将
来
に
向
け
て
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け

て
、
愛
さ
れ
る
施
設
と
し
て
運
曽
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
よ
否
人
口
減
少
等

に
よ
り
、

J

R
留
萌
線
の
問
題
等
、

沼
田
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
ち
住
民
の
声
を
集
め
、
意

見
反
映
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
今

後
と
右
国
政
政
策
や
町
政
課
題
を
要

望
書
や
意
見
書
に
ま
と
め
、
内
閣
や

関
係
部
局
に
提
出
し
実
行
運
動
を
続

け
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
年
ち
町
民
の
付
託
に
応
え
ら
れ

否
様
、
努
力
す
る
と
と
を
誓
う
と
と

も
に
、
皆
様
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ

け
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

沼
田
消
防
団
長

大
原
正
己

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
消

防
運
営
の
円
滑
な
推
進
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
よ
げ

ま
す
。昨
年
は
沼
田
町
で
2
件
(
臼
/

7

現
在
)
の
火
災
発
生
が
あ
り
ま
し
た

が
、
深
川
地
区
消
防
組
合
菅
内
の
火

災
発
生
件
数
も
M
件
と
前
年
(
U件
)

の
発
生
件
数
を
大
き
く
下
回
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
地
域
住
民
の

防
火
意
識
の
高
さ
で
あ
り
、
今
後
も

火
災
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
ち

火
災
予
防
に
対
す
る
啓
蒙
を
行
う
と

共
に
、
万
が
一
の
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
よ
う
住
宅
用
火
災
嘗
報
器
の

設
置
促
進
及
び
適
正
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
.

さ
て
、
昨
年
の
全
国
各
地
に
お
け

る
災
害
状
況
を
顧
み
ま
す
と
、

4
月

の
最
大
震
度
7
を
記
録
し
た
熊
本
地

震、

8
月
の
北
日
本
を
中
心
と
す
る

豪
雨
、
さ
ら
に
は
9
月
の
西
日
本
か

ら
東
北
に
か
け
て
の
広
範
囲
に
わ
た

る
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
り
、

多
く
の
人
命
と
貴
重
な
財
産
が
失
わ

れ
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
.

こ
の
よ
う
に
全
圃
各
地
で
発
生
す

る
自
然
災
害
や
火
災
な
ど
に
よ
り
、

安
心
・
安
全
に
対
す
る
町
民
の
関
心

は
一
段
と
高
ま
り
を
見
せ
て
、
我
々

消
防
団
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
.

消
防
固
と
い
た
じ
ま
し
て
は
、
各

事
業
所
、
町
内
会
自
主
防
火
組
織
な

ど
と
協
力
し
合
い
総
合
的
な
地
域
防

災
力
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
町
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
災
害
の
な
い
平

穏
な
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
と
、
皆
様

に
は
ご
家
族
と
と
ち
に
健
や
か
な
良

い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
.
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年頭のご挨拶

沼
田
警
察
署
長

岡
田
勝
博

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
.

平
成
お
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
ら
れ
た
ご
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
.

沼
田
町
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら

交
通
安
全
、
暴
力
追
放
、
青
少
年
の

健
全
育
成
の
ほ
か
、
犯
罪
の
予
防
の

た
め
の
諸
活
動
に
対
し
て
多
く
の

方
々
に
御
参
加
を
い
た
だ
き
、
心
温

ま
る
励
ま
し
ゃ
御
支
援
、
御
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
.

さ
て
、
昨
年
の
治
安
情
勢
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
当
署
管
内
の
刑
法
犯

の
認
知
件
数
奇
一
昨
年
に
続
吉
減
少

レ
、
役
場
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
や

団
体
、
町
民
の
皆
様
と
の
連
携
、
協

働
に
よ
り
交
通
死
亡
事
故
ぜ
口
の
日

ち
更
新
を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
.

し
か
し
、
隣
接
す
る
嘗
察
署
管
内

で
は
、
強
盗
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
を
は

じ
め
、
交
通
死
亡
事
故
や
高
齢
者
の

特
殊
詐
欺
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

警
察
を
取
り
巻
く
諸
情
艶
は
楽
観
を

許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
北

海
道
警
察
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す

「
犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
心
し
て
暮

ら
世
る
北
海
道
の
実
現
」
に
向
け
、

本
年
は
警
察
組
織
の
体
制
が
変
わ
り

ま
す
が
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域

の
治
安
維
持
に
遭
進
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
本
年
右
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
結
び
に
、
皆
様
の
御
健
康
と
御
多

幸
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
ぜ
て
い
た

だ
き
ま
す
.

2|習!
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
.
沼
田
町
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
-
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
.

ま
た
、
日
頃
か
ら
陸
上
自
衛
隊
へ

の
ご
理
解
並
び
に
沼
田
分
屯
地
に
勤

務
す
る
隊
員
に
対
す
る
温
か
な
ご
支

援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼

申
し
よ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
南
ス
l
ダ
ン
に
お
け
る

国
際
平
和
協
力
活
動
の
た
め
に
、
北

海
道
か
ら
部
隊
が
派
遣
さ
れ
、
約
半

年
聞
の
任
務
を
終
え
て
無
事
帰
国
す

る
と
と
が
で
き
ま
し
た
.
ま
た
、
国

際
平
和
協
力
活
動
時
に
お
け
る
自
衛

隊
に
対
し
て
新
た
な
任
務
が
付
与
さ

れ
、
自
衛
隊
に
対
す
る
期
待
の
重
さ

を
改
め
て
感
じ
る
年
と
な
り
ま
し

た
.ま
た
、
圏
内
に
お
い
て
は
4
月
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
や
、

8
月
に
立

て
続
け
に
北
海
道
に
薗
来
し
た
台
風

な
ど
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、

建
物
の
倒
壊
や
河
川
の
氾
濫
等
、
甚

大
な
被
害
を
ち
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
沼
田
分
屯
地

と
し
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
る

国
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
北
海

道
防
衛
の
任
務
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
様
々
な
任
務
に
ち
確
実
に
対

応
で
き
る
よ
う
練
成
訓
練
を
積
み
重

ね
、
そ
の
成
果
を
蓄
積
し
て
、
各
種

事
態
に
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
夜
吉
岡
あ
ん
ど
ん
祭
り
な
ど

の
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
世

て
い
た
だ
く
ご
と
に
よ
り
、
皆
様
と

の
連
携
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
図
っ

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
.

結
び
に
、
本
年
も
沼
田
分
屯
地
に

対
す
る
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

と
と
ち
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
世
て
い
た
だ
き
ま

す
.
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まちの園 題

@J Zbと懇談会
11月14日(月)沼田町長生クラブ(野道夫会長)

と町との懇談会が開催されました。

長生クラブから事前に出された質問事項について意見交

換を行い、降雪が目前に迫り、除緋雪に関する質問やほろ

しん温泉ほたる館の現状に関する質問、沼田厚生クリ=ッ

クに関する質問など、幅広い議題について意見交換か匂すわ

れました。

色4

ム 4 占

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

eよ農芸品椋鵬に例目
11月14目〈月) 須網敬完さん、加際局樹さんが沼

田町農業者人材育成事業を活用して空知管内JA青年部海

外農業事情視察研修〈アメリカ)(ζ参加した報告を伝える

ため、金平町長を訪れました。

この視察研修は、海外の大規模経嘗の実態や経嘗事情、

嘗農技術を現地視漂し、自らの経嘗{こ役立てる為実施され

ています。報告の中で、アメリカ農業の規模の大きさや f日

本のお米の震の高さから、意外にちTPPに反対している

人が多く、日本のお米側面値を再確認しました。今回の研

修を今後自分達の嘗厳に生かしていきたいjと話されてい

ました.

'14 

...左から加厩勇樹さん、須鰐敏完さん

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

@一一恥ただきファーム開催

1 1月17日(木) 沼田小学校〈元木和芳校長)で食

育事業として、 fいただきファームjカ情われました。

この『いただきファームjはJA北いぷき青年部沼田支

部の主催で毎年行っています。

今年は沼田小 5 年生が、 5月(~田植え、 9月に稲刈り、

1 0月(~脱搬・籾摺りを行ったお米を使い、 JA北いぷき

青年部のみなさんに指導を受けながら、沼田で作られた野

葉を使った勝十や自分たちで作ったお米でおにぎりを作りました。

11/
17 

豚汁を作る合聞にはJA北いぷき青年部による学酒会力市われ、 fどうして沼田のお米は美味しい

のかJ、fお剃以外の有名な農産物はなにかJなど、クイズを交えながら農業について学びました。
その後、勝十と自分たちで作ったおにぎりを食ペ、会場からは fおいしいリとの声が聞かれ、何

度ちおかわりする児童ちおりました。

05 却 17.1JnlJIATA 



。 晶ぢ!致協芯ゅ開催 告。
1 1月20日(日) 図書館フエスティ)¥Jレ〈同

実行委員会主催〉が開催されました。

本を親しむことを目的として毎年開催されて

おり、吉本市や図書館ボランティアによる人形

劇や、わなげ、射的などのミニゲームコーナー

などカ常設けられました。

今年は、こどち応援団による紙芝居や=胡サー

クル f牡丹花jから演奏会の協力ちあり、たく

@ 立蓮宗主に講演会
1 1月21日〈月) ゆめつくるで、いき

いき大学の講演会が行われ、 55名が参加し

ました。

今回は淘11市でカラオケ歌謡研究会の代表

をされている梅津究明さんをお招きし、講話

や懐かしい昭和の名曲のピアノ演奏をしてい

ただきました。思わず口ずさむ参加者の姿ち

見られ、楽しい fピアノトークショーjの時

間となりました。

梅津さんは現在81才。 60才を過ぎた頃か

ろピアノを練習し始めたそうで「やる気にな

れば年齢は関係ないjと同年代のいきいき大

学生たちに力強いエールを送ってくださいま

した.

さんの参加者が本に触れ楽しい時聞を過ごしまし

た.

また、大型絵本の読み聞かぜや図書館クイズラ

リー、ポスターコンクール等の表彰式と f本を読

ちうよキャンペーン拍選会jが行われ、大いに盛

りよがりました.

11i， 
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1 1月23日〈水) 沼田町商工会主催の優

良従業員表彰式が、観光情報プラザで開催され、

3事業所計8名が表彰を受けました。

また、特に模範的従業員として北空知輸送(株〉

の竹田輝利さんが、沼田町長表彰を受けました。

表彰式冒頭の挨拶で吉住淳男商工会長は「地

方は入手が不足している状況が続いている。そ

のような中で、それぞれの事業所で働いていた

だけているのは素晴らしい事、ごれからも健康

に留意して長く働いて下さい。jと話しました。

最後に受賞者を代表して町長表彰を受けた竹田

11勾

...金早町長から表彰司E受ける竹田揖利さん

さんが f身f(:余る光栄で仕事をする上で、大変励みになります。今後とち誠心誠意働き、会社の発展、

町の発展につながるよう頑張りたいJ とお礼の挨拶がありました。

表彰者

*5年以上
芳貨光司氏(渡部建設株式会社)

曽議 寛氏〈渡部建設株式会社)

富野禎則氏(渡部建設株式会社)

*15年以よ
坂上 博民(練式会社沼田開発公社)

*25年以上
川村孝幸氏〈北空知輸送株式会社)

*30年以よ
阿部健一氏〈渡部建設株式会社)

竹田輝剃氏{北空知輸送株式会社)

*35年以上
村井尚久氏{株式会社沼田開発公社}

*沼田町長表彰
竹田輝利氏〈北空知輸送株式会社)

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

@4袋詰b私たω 開催
11月25日{金) 子どちたちに夕食や居場

所を提供する fみんなで食卓~みんたく"'Jが
開催されました。

この事業は、子育て支媛の一環として働くお

母さんの負担を軽減することを目的に行われ、

沼田小学校の児童56名が事参加し、子どち達は

将棋やオセロゲームで遊んだ後、 JA北いぷき

青年部沼田支部が米や野菜を提供し、食生活改

善協議会のメンバーが調理したカレーライスが

準備されると、みんなで食ペる夕食を夢中でほ

おばっていました。

参加した児童らは f友達と遊んで、一緒に食べるのは楽しいjと話してました。

07 2017.1 InI温細A
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。 品協議 対 包8
1 1月28日(月) 留萌市より3町内

に新築住宅を建てた河淵将之さんへ、移住

定住応援奨励金の授与式カ吋Tわれ、年齢加

算・子育て加箆を含め交付しました。

河淵さんは、奥さんと1歳になる娘さん

の3人家族で沼田町に移住をしてくれまし

た。 f年齢的に家を建てるには今しかな |

いと思った。どこに建てようかと考えた

時、旭川に転勤になった場合のことを考え、

ちょうど真ん中である沼田町が候補となっ

た。奨励金や子育てへの支療が充実してい

ることが決め手となり沼田町に新築する事 &金平町長かゆ交付を受ける河淵将之さん

を決めました。Jと話しておられました。

@ 是主謀弘めての発表会 12、
12月3日(土〉 今年4月にf認定こども園j

が開始されて、初めての発表会が行めれ園児た

ちは元気に歌や灘器演奏・遊戯を発表しました。

最初の歌では園児全員で元気に歌ったあと、

土肥園長から f第1目の子ども園の発表会、園

児達がどういう発表をしてくれるか、ドキドキ・

7クワクです。開園して7ヶ月が過ぎ、入国時

はヨチヨチ歩きだった子が歩くまでになったな

ど、色々な子ども達の成長を見てきました。今

日は園児遠の頑張っている姿・成長した姿をご

覧いただきたい。Jと挨拶されました。
各組による楽器・遊戯が行われ、最後は園

児全員によるオペレッタ{台詞、踊りのある刷〉

で f三匹のやぎのがらがらどんjを織露。保

護者、おじいちゃん、おばあちゃんから多く

の拍手が送られていました。

2制 7.1101融制 08 



まちの園 題

。 高司描で発表会
沼田認定こども圏の4歳と5歳の子どちたちが、

6日〈火)泊寿圃・ 13日〈火)和風園で歌や踊りを

披露しました。

最初はこどもたち皆で fやきいもグーチーパーjや

f山の音楽家Jを元気よく歌いました。その後、 4組

に分かれたこどちたちから、流行のアニメなどのデー

@ 露一陥色吋を加煎で叫い時ま
アミリ一コシtザ歩一ト閲催

、13

マソングに乗って踊りが発表され、会場から

は fめんこいなー!Jなどの声が聞かれまし

た。

最後にこどちたちが、おじいちゃんやおば

あちゃんに、ひとりひとりお礼を言って握手

をし、和やかな中での発表会となりました。

%。
12月10日〈土) 4回目の開催となるファミリーコンザート〈沼田吹ガールズ主催)がゆめつく
るで開催されました。

音楽を適して、地域の親子が気軽にふれあい交流する場を提供しようと、子育て支援センターなど

の協力を得て行われ、沼田認定こどち園児の太動演奏や小学校スクールパシド・中学校の吹奏楽部ち

参加し、合同で fスターワォーズJ演奏するなど会場に訪れた観客を喜ばせていました。

09 2011.1ln鳩畠，TA
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委員
が任命されました
児• 

まちの園 題

民生委員

悩みを抱えす

生活のこと・・・

家族のこと…

行政とのパイプ役

にご相談をお気軽に地区の委
平成28年 12月1日~平成31年11月30日】【委員任期

※記載されている行政区は各委員の担当地区です。

委員中野忠幸
市内5・6

電話35-1202

袋員橋本妙子

市内1J使・北・南.話35-1155

町

-

酉

6A噌

H
H汁

A
吐
司
‘

前
3
ト
・
q
u

員

町

諮

委
抑
制
篭

安員柏博孝
旭町東

電話35-3424

哩FEf11怪

委員
中央・蕊比星島・掛比皇

管話35-3298

111...... 
委員吉川健一
北竜1・2・3
電話35-3034

義員土回信夫
共成・東予

電話35-3183

安員海田美智雄
高穂・更新

篭務35-1162

民生長員協議会役員

会長須網賢一

副会長石川晶子

副会長前川満志
監事績田秀雄
監事吉田由比己
事務局

役場保健福祉課福祉グループ
電話35-2120

主任児童醐辻よし子主任児童祭員徳盛千穂子

町内一円 町内一円

貧富話35-1698 電話35-2158

2017.UU温畠官畠

-...... 
委員植田秀雄
市内2・3・4・筒町
管話35-2400

新たに柏博孝さんが任命され、岡部幸雄さんが退任されました。
退任された岡部幸雄さん、地域住民の為に、ありがとうどざいました。
再任・新任された委員の皆様、 今後共よろしくおねがいします。
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土 地 5,438.333 ㎡
建 物 111.050 ㎡
山 林 3,554,824 ㎡
車 輌 78 台
絵 画 2 点
有 価 証 券 508 万円
出 資 金 等 3,524 万円
基金（一般会計分）32 億 2,907 万円
備荒資金組合納付金 5 億 1,724 万円

税 区 分 決 算 額 構 成 比 町 民 一 人 当 た り

町 民 税 1 億 3,135 万円 43.8% 40,945 円
固定資産税 1 億 2,971 万円 43.2% 40,433 円
軽自動車税 827 万円 2.8% 2,578 円
た ば こ 税 2,083 万円 6.9% 6,493 円
入 湯 税 1,002 万円 3.3% 3,123 円
合 計 3 億     18 万円 100% 93,572 円

区 分 平成 27 年度末現在高
農 林 水 産 2,573 万円
土 木 3,607 万円
公 営 住 宅 5 億 1,108 万円
公 共 事 業 等 8,372 万円
過 疎 対 策 事 業 13 億 3,164 万円
一 般 会 計 出 資 債 1,114 万円
緊急防災・減災事業債 1 億 9,467 万円
臨 時 財 政 対 策 債 6 億 3,688 万円
そ の 他 5,347 万円
合 計 28 億 8,440 万円



会　　計　　別 歳　　　　　　入 歳　　　　　出
養 護 老 人 ホ ー ム 3 億 1,240 万円 2 億 7,312 万円
特 別 養 護
老 人 ホ ー ム 2 億 9,113 万円 2 億 7,564 万円

高齢者グループホーム 4,005 万円 3,698 万円
介 護 保 険 3 億 5,353 万円 3 億 3,459 万円
国 民 健 康 保 険 4 億 6,470 万円 4 億 3,562 万円
後 期 高 齢 者 医 療 5,455 万円 5,448 万円
公 共 下 水 道 2 億 850 万円 2 億 750 万円
合 計 17 億 2,486 万円 16 億 1,793 万円

会　　計　　名 区　　　　　分 決　　算　　額

水 道 事 業 会 計
収益的 収入 1 億 3,087 万円

支出 1 億 4,365 万円

資本的 収入 240 万円
支出 4,831 万円



税　区　分 予　算　額 調　定　額 収入済額 収　入
歩　合

町 民 税 1 億 3,758 万円 1 億 5,140 万円 5,069 万円 33.5%
固 定 資 産 税 1 億 3,618 万円 1 億 4,057 万円 7,909 万円 56.3%
軽 自 動 車 税 981 万円 976 万円 960 万円 98.4%
た ば こ 税 1,885 万円 1,014 万円 1,014 万円 100%
入 湯 税 993 万円 474 万円 474 万円 100%
合 計 3 億 1,235 万円 3 億 1,661 万円 1 億 5,426 万円 48.7%



平成 28 年度財政状況【一般会計】
○税収＋税外収入　　　30 億 6,113 万円
○地方交付税　　　　　19 億 5,612 万円

公債費（Ａ）            　　3 億 9,279 万円
○税収等＋地方交付税－（Ａ）　
　　　　　　　　   　　46 億 2,446 万円
○一般歳出　　　   　　52 億 4,336 万円

町債収入　　　　 　　 6 億 1,890 万円
例：高規格救急自動車購入事業
※毎年必要なお金でなく、臨時的に必要な多額
の事業費の財源とするのが町債です。

○町債残高予定（Ｈ 28 年度末）31 億 4,554 万円
○基金残高予定（Ｈ 28 年度末）27 億 8,349 万円

家計に例えた場合
○１世帯年収　　　　　　306 万 1,130 円
○親からの仕送り　　　　195 万 6,120 円

ローン元利払（Ｂ）    　　39 万 2,790 円
○可処分所得【年収＋仕送り－（Ｂ）】　　　　　　
　　   　　　　　　　　　462 万 4,460 円
○家計簿　　　　   　　　524 万 3,360 円

不足分＝借金　　 　　　 61 万 8,900 円
例：自動車購入
※除雪機購入等の必要な経費の不足分（可処分
所得の不足分）を補うのが借金です。

○ローン残高予定　314 万 5,540 円
○貯金残高予定　　278 万 3,490 円

会　　計　　別 予　　算　　額 収　入　済　額 支　出　済　額
養 護 老 人 ホ ー ム 3 億 492 万円 1 億 6,456 万円 1 億 585 万円
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 3 億 916 万円 1 億 1,540 万円 1 億 2,600 万円
高 齢 者 グ ル ー プ ホ ー ム 4,165 万円 1,711 万円 1,627 万円
介 護 保 険 4 億 199 万円 1 億 6,383 万円 1 億 4,147 万円
国 民 健 康 保 険 5 億 6,365 万円 2 億 2,408 万円 2 億 3,533 万円
後 期 高 齢 者 医 療 5,581 万円 1,322 万円 1,389 万円
公 共 下 水 道 2 億 3,235 万円 9,385 万円 9,023 万円
合 計 19 億 953 万円 7 億 9,205 万円 7 億 2,904 万円

事　業　名 借入予定額
過 疎 対 策 事 業 債 4 億 9,670 万円

沼田町立診療所医療機器購
入事業 9,250 万円
除雪センター第２車庫整備
事業 7,290 万円
旭町幹線舗装補修事業 880 万円
高穂幹線高穂 1 号橋補修事業 860 万円
高規格救急自動車購入事業 2,540 万円
地 域 密 着 多 機 能 型 総 合 セ ン
ター建設事業（地域あんしん
センター）

5,220 万円

地 域 密 着 多 機 能 型 総 合 セ ン
ター建設事業（総合通所サー
ビスセンター）

9,100 万円

米穀低温貯留乾燥調施設整備
事業 1 億 4,530 万円

公 共 事 業 等 債 1,250 万円
経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事 業 1,250 万円

臨 時 財 政 対 策 債 1 億 970 万円
合 計 6 億 1,890 万円

会計名 区　　分 予　算　額 執　行　額

水 道 事
業 会 計

収益的 収入 2 億 833 万円 7,694 万円
支出 2 億 1,880 万円 5,150 万円

資本的 収入 142 万円 142 万円
支出 3,273 万円 967 万円
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を
要
し
、
文
は

必
要
や
む
を
得
な
い
財
政
需
要
に

応
ず
る
財
源
を
積
立
て
る
た
め
の

基
金
で
す
。

減
債
基
金
と
は
、
町
債
の
償
還

に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、
ち
っ

て
将
来
に
わ
た
る
町
財
政
の
運
営

に
資
す
る
た
め
の
基
金
で
す
。

平
成
刀
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
基
金
指
定
寄
附
金
の
増
加
に

よ
り
、
年
度
末
基
金
現
在
高
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
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H26 
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H25 
年度

H24 
年度

H23 
年度

H22 
年度

H21 
年度

H20 
年度

H19 
年度

H18 
年度

H12 
年度



年 度 財 政 調 整 基 金 減 債 基 金 その他特定目的基金 年 度 末 基 金 残 高
平成 18 年度末 3 億 7,515 万円 9 億 3,174 万円 11 億 3,737 万円 24 億 4,426 万円
平成 19 年度末 3 億 1,559 万円 9 億 4,385 万円 11 億 3,408 万円 23 億 9,352 万円
平成 20 年度末 3 億 1,598 万円 8 億 6,746 万円 11 億 723 万円 22 億 9,067 万円
平成 21 年度末 3 億 1,632 万円 6 億 8,219 万円 13 億 5,413 万円 23 億 5,264 万円
平成 22 年度末 3 億 9,642 万円 6 億 4,196 万円 15 億 8,794 万円 26 億 2,632 万円
平成 23 年度末 3 億 3,478 万円 6 億 6,898 万円 18 億 2,420 万円 28 億 2,796 万円
平成 24 年度末 3 億 3,513 万円 6 億 9,280 万円 16 億 1,196 万円 26 億 3,989 万円
平成 25 年度末 3 億 7,597 万円 7 億 1,663 万円 16 億 5,616 万円 27 億 4,876 万円
平成 26 年度末 4 億 8,600 万円 6 億 4,650 万円 17 億 2,390 万円 28 億 5,640 万円
平成 27 年度末 4 億 1,648 万円 6 億 4,717 万円 21 億 6,542 万円 32 億 2,907 万円



歳出額 実質収支 人件費 人件費率 前年度
50 億 7,002 万円 1 億 5,033 万円 6 億 9,921 万円 13.8％ 14.9％

区　分 20 歳
未 満

20 歳
～

23 歳

24 歳
～

27 歳

28 歳
～

31 歳

32 歳
～

35 歳

36 歳
～

39 歳

40 歳
～

43 歳

44 歳
～

47 歳

48 歳
～

51 歳

52 歳
～

55 歳

56 歳
～

59 歳

60 歳
以 上 計

職員数 ２人 6 人 21 人 11 人 13 人 10 人 17 人 12 人 12 人 4 人 9 人 0 人 117 人

区　　分
職員数

平成２８年 平成２７年 対前年比
議 会 ２ ２ ０
総 務 ・ 企 画 ２１ ２１ ０
税 務 ３ ３ ０
民 生 ２１ １９ ２
衛 生 ７ ８ △１
農 林 水 産 １０ ９ １
商 工 ４ ５ △１
土 木 ５ ５ ０
教 育 １１ １４ △３
水 道 １ １ ０
下 水 道 １ １ ０
そ の 他 ３１ ３５ △４

合 計
１１７ １２３ △６

（１３８） （１３８） －

職員数 給料 職員手当 期末・勤勉手当 合計
84 人 2 億 6,004 万円 5,747 万円 1 億 884 万円 4 億 2,635 万円

平成 22 年度 平成 26 年 7 月 1 日 平成 27 年度
96.8 97.3 97.3



区　　分 給料月額・月額報酬 期末手当

給　料
町 長 　７８万９，０００円（８３万円）

４．2 ０月分副 町 長 　６４万２，０００円（６６万９，０００円）
教 育 長 　５７万６，０００円（５９万４，０００円）

報　酬

議 長 　２６万８，０００円

４．2 ０月分
副 議 長 　２１万２，０００円
常 任 委 員 長 　１９万４，０００円
議 会 運 営 委 員 長 　１９万４，０００円
議 員 　１７万７，０００円

平均年齢 平均給料月額 平均給与額
４０．６歳 ３０万６，１１３円 ３８万　３８５円

区　　分 初任給

一般行政職 大学卒 １７万８，２００円
高校卒 １４万６，１００円

区　　分 10 年以上 15 年未満 15 年以上 20 年未満 20 年以上 25 年未満

一般行政職 大学卒 －円 ３０万４，４００円 ３５万７，６００円
高校卒 ２４万　４００円 ２６万４，１００円 ３１万８，６００円

平均支給額 ２７年度支給割合 加算措置の状況

１３２万円 期末手当 勤勉手当 役職加算５% ～１５%２．６月分 １．６月分

勤続２０年 勤続２５年 勤続３５年 最高限度額
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 49.59 月分20.45 月分 25.56 月分 29.15 月分 34.59 月分 41.33 月分 49.59 月分

支給実績 平均支給額 手当支給職員の割合 手当の種類
１０４万円 ３万７，２１４円 ２３．９３％ １種類

区　　分 支給実績 平均支給額
２６年度決算 ２，０２０万円 ２０万８，０００円
２７年度決算 ２，４８５万円 ２１万２，０００円



負担割合 区　　分 自己負担額の合計の基準額

3割 現役並み所得者 67万円

1割
一　　　　　般 56万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ※１ 31万円
区分Ⅰ※２ 19万円
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沼中生と赤ちゃんのふれあい
。.0司l-~'I)9 ・.0 90'1)帯電).0"-09 O'l)~・.g・.0 0"""'9 ・~O t'"，o".o・.o O t'''''''・<1

沼田町では、平成21年度より中学生を対象に『思春期健康教育』を実施しています。思春期のか

らだや乙乙ろの変化を学び、自分自身を大切にしていけるよう、中学校と協力して取り組んでいます。

ー中学生のコメシトー

-手を握ってくれて、かわいかった1>

.赤ちゃんがちっと好きになったP

.親の大変さがわかった.

-育児は大変だけど、楽しそうだと思った!

ーお母さんのコメシトー

-毎日大変だけど、嬉しいことちたくさん

あるよ!

-町で会ったら、一緒に遊んでねJ、
・一生懸命抱っこしてくれて、うれしかっ

たP

-将来、親になることを楽しみに思って欲

しい.

事前アンケートでは、赤ちゃんとふれ

あう機会のない生徒が約半数ちいました.

はじめは慣れないため消極的でレたが、

徐々に抱き方が上手くなり、笑顔が増え、

楽しそうに赤ちゃんとふれあっていまし

?とb

自分ち大切に育てSれたことや育児の楽しきゃ大変さを掌びました!

【保健福祉課健康グループ担当:鈴木】

21 2017.1即副，TA
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[ 平成~J年沼田消防出初式の挙行について ] 

平成29年1月10日(火)の13時30分から、役場庁舎前において消防職団員約100名が集

まり開催されます.号令によって職団員がきびきびと動く様子や、沼田消防団ラッパ隊の吹奏が見所

です.分列行進も本通三丁目をメイン会場として行いますので町昆の皆様も是非ご犠覧ください。

※この写真は、平成28年の出初式の様子です!

( 新高規格救急自動車の導入について
平成28年11月30日(水) 新高規格救急自動車の運用が開始されました。今回導入された新
高規格救急自動車は前救急車に比べ、心臓マvサーラシステムなど最新の救急医療機器が備えられ、
より高度な救急救命を施すこと力電可能となります。赤色回転灯ちすべてLEDに変更され他車から
の視認性が向よされています。

大切な家族や財産を守るため、住宅用火災害報器を設置しましょう。

『後にしよう その油断が火事になる』

町

&(l_~チ
喝~弓坦もv罵'-!-"， " ーー
¥ 一ー←."‘ヲt
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『おまもり』
クリスマスが過ぎると、あっという聞にお正月ですね.

おE月は神社ヘ詣でてお移りした後は、おみくじをひいた

り、おまちりを捜かる方ち多いと思います.そこで今回は、

おまもりや福のものに関する本を紹介します.

まず紹介するのは「にほんのかわいいおまちり』です.こ

ちらの本は、全国各地のかわいらしいおまもりが載っていま

す.出会い・幸せ・学業など様々なおまもりがあり、見てい

るだけでち楽しいちのです.北海道からは札幌市にある弥彦

神社と西野神社のおま宅りが載っています。

次に紹介する本は福があるといわれてい否ものを紹介した

r，]、くちのjです.招き猫やだるま、シー廿ーなどがマン刀
ち交えながら紹介されていて読みやすい本です.

今回紹介した本以外にも、おまもりやラ型キーアイテムの

本など、図書館にはおまちりに関する本があります.

おE月の時期、おまちりや福の壱のに関する本を読んで、

色々な福を探してみま世んか.年内の図書館は12月29日

(木)まで開館しています.楽しいお正月を迎えるために、

ぜひ図書館の本を活用してください.

i魯! 泊

薪拘1m
《一般書》

ほむら 有吉佐和子

仮面兵岡 田中芳樹

神さまのいる書唐2 三萩せんや

堤清二罪と業 児玉博

小学生バレーボール基本と上達ドリル

小野由美子

部活でもっとステップアップ

吹奏楽上達のコツ50
新怖い絵

ある夜のダリア

綴られる愛人

万剣聖地めぐり

畠田貴生

中野京子

内賠牧子

井上荒野

一迅社

《児童書》

きえた!?かいけつゾロリ 原ゆたか

かいけつゾロりのおいしい金メダル

原ゆたか

ルルとララのようとそタルト

-こ付

己

成
勝

康

尚
口
上

ん

関

村

あ

ン

騨

泊
?
ン
る
マ
て

け
っ
ぱ

知

お
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鍛き23怠:、~寄め!!
『恋のゴンドラ」 東野圭吾

結婚を目前に控えた広太は浮気
相手とスノーボードに来ていた.
ところが、ゴンドラで婚約者と乗
詞 り合わぜて….東野童吾が"恋愛R

という永遠のミステリーに真っ向
から挑む酒編集.

nakaban 

このはこ、なんだっけ?
あかないはこ.
ふ否とfコソコソ"おとがする.
「はこ」と『女の子」をめぐる、
静かな恐怖の物語。あなたを恐怖
の世界へとじこめる.

家から図書館の本を検索しよう
図書館にある本をインターネットで検索できるよ
うになっています.また、他市町村にある図書も検
索できます。沼田町教育委員会のブログのリンク集
からどうぞ.
http://blog.ca叩an.info/numakyoui/



まちの情報をイチ早くキャッチ11

町のホームペーラにおいて、まちの話題を随時更新し
ています。イチ早くご覧になるこ
とが出来ますので是非、ご覧下さ
し、。

QRコードちご利用下さい.

h仕p://Www.town.numata. 
hokkaido.jp/ 

辺
圃
』
冨
b
-
4
h
R
R揚
野
崎
静
岡
沼
串

鵠

gui相
《
根
回
同
お
有
国
N

泊
N

N

E
鴻
司
)

人の動き
(乎威28.11月30日現ro

人口 3，196人 (前月比ム5人)

男性 1，510人 (前月比ム1人)

女性 1，686人 (前月比 64人)

世帯数 1，534世帯 (前月比 1世帯)

-総人口増減内訳

増加)転入 :3人 出生:1人

減少)転出 :4人 死亡 :5人

交通事故死ゼロ
(乎属28.12月22日現ro

1，628日継続中!!
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日
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石
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さ
ん
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ロ
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町
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ロ
月
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日

旭
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広
報
担
当
の
つ
ぶ
や
き

3

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
、
昨
年
以
上
に
わ
か
り
や
す
く
、
見
や
す

い
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
ま
す
の
で
、
本
年
ち
ょ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
酉
年
の
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
?
酉
の
つ
く
年
は
商
売
繁
盛
に
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
酉
(
ト
り
)
は
「
取
り
込
む
」

に
繋
が
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
運
気
ち
お

客
ち
取
り
込
め
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、

酉
の
由
来
に
「
果
実
が
極
限
ま
で
熟
し
た

状
態
」
と
ち
い
い
、
物
事
が
頂
点
ま
で
極
ま
っ
た
状

態
が
酉
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
新
し
い
商
業
施
設
が
完
成
し
、
新
し
い

庖
舗
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
商
売
繁
盛
と
言
わ
れ
る

縁
起
の
良
い
年
に
オ
ー
プ
ン
す
る
の
で
期
待
満
点
で

す
ね
。
ま
た
、
「
地
域
密
着
多
機
能
型
総
合
セ
ン
タ
ー
」

の
完
成
な
ど
、
本
町
に
と
っ
て
今
年
は
活
気
に
溢
れ

た
良
い
年
に
な
る
事
と
思
い
ま
す
.
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報
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(
森
田
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